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研究成果の概要：欧米でさかんになっている認知行動療法を日本の臨床心理士に普及させるた

めに、統合失調症への認知行動療法の効果に焦点を当てた研究をおこなった。効果研究をレビ

ューし、統合失調症への認知行動療法のマニュアルを翻訳し、統合失調症の患者を対象とする

研究と、統合失調症症状や統合失調症型についての研究を行なった。３年間に多数のワークシ

ョップを開催し、臨床心理士への普及をはかった。 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

2007年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000 

2008年度 4,400,000 1,320,000 5,720,000 

総 計 12,700,000 3,810,000 16,510,000 
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者らは、科学的な臨床心理学を日

本に定着させるために、認知行動療法、エビ

デンス・ベーストな実践（実証にもとづく臨

床実践）を普及させる活動をおこなってきた。

欧米では、認知行動療法は、うつ病を中心と

して、不安障害、心身医学的疾患、統合失調

症などに適用され、臨床心理学の主流となっ

ている。わが国では、2004年に神戸で開かれ

た世界行動療法認知療法会議をきっかけとし

て、認知行動療法に大きな関心が払われるよ

うになったものの、まだ定着しているとは言

いがたかった。そこで、本研究では認知行動

療法に焦点を当てて、その効果研究と臨床心

理士への普及活動をおこなうことにした。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、欧米でさかんになっている認知

行動療法をわが国において開発し、臨床心理

士への普及をめざした活動をおこなうことを

目的とする。多くの精神疾患の中でも、これ

までわが国で取り組まれることが少なかった
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統合失調症の認知行動療法の効果に焦点を当

てる。 

 

３．研究の方法 

 統合失調症への認知行動療法の効果を調べ

るため、欧米の効果研究をレビューし、どの

方法が最も効果的かをレビューした。また、

研究代表者および連携研究者は国際学会に参

加して研究発表し、学会に併設された臨床ワ

ークショップに参加し、認知行動療法のノウ

ハウを獲得した。2006年のヨーロッパ認知行

動療法学会（丹野、石垣）とアジア認知行動

療法会議（丹野、石垣、毛利、杉浦、山崎）、

2007年の世界行動療法・認知行動療法会議（丹

野、石垣、毛利、杉浦、山崎）とアメリカ認

知行動療法学会（丹野）、2008年の国際認知

療法学会（丹野）とヨーロッパ認知行動療法

学会（丹野）である。さらに、統合失調症へ

の認知行動療法の効果を調べ、"Cognitive B

ehaviour Therapy for Psychosis" （Fowler,

 Garety, Kuipers, 1995）を選んだ。これを

翻訳し、マニュアルとして用いた。このマニ

ュアルは出版予定である。 

 こうした方法論のもとに、統合失調症の認

知行動についての効果研究をおこなった。慢

性期の統合失調症患者43名を対象として、計

画的対処行動を取ると妄想症状が低下し、逃

避的対処行動をとると妄想症状が増大すると

いう仮説を立てた。１ヶ月の間をおいて、ピ

ーターズ妄想質問紙を指標として研究をおこ

なった（Yamasaki, Arakawa, Tanno, Furuka

wa, 2006）。 

 次に、臨床心理士への普及をめざすために、

認知行動療法の世界的リーダーに臨床ワーク

ショップを開いてもらった。2006年には、Da

vid M. ClarkとAnke Ehlers（ともにロンド

ン大学精神医学研究所教授）を日本認知療法

学会に招待し、臨床ワークショップを開催し

た。2007年には、Adrian Wells（マンチェス

ター大学心理学科教授）を日本心理学会に招

待してワークショップを開催した。2008年度

には、Stefan Hoffman（ボストン大学心理学

科教授）が日本不安障害学会に参加した。Cl

arkとEhlersのワークショップの記録は『対

人恐怖とＰＴＳＤへの認知行動療法』（星和

書店,2008）として出版した。また、この３年

間に，臨床心理士を対象としたワークショッ

プを多数開催した。2006年には、研究代表者

が大会会長となり第６回日本認知療法学会を

開催し、そこで11本のワークショップを実施

した。また、本格的に認知行動療法の技法を

学ぶ場として、久保木富房氏・貝谷久宣氏ら

とともに、東京認知行動療法アカデミーを設

立し、2006年２回、2007年６回、2008年５

回のワークショップを東京および京都で開催

した。 

 

４．研究成果 

 統合失調症患者を対象とした研究において

は、計画的対処行動を取ると妄想症状が低下

し、逃避的対処行動をとると妄想症状が増大

するという仮説は、いずれも支持されなかっ

た（Yamasaki, Arakawa, Tanno, Furukawa, 

2006）。測定の感覚が１ヶ月では少なかった

ためであるという可能性が示唆された。その

他に、統合失調症の患者を対象とする研究と、

統合失調症症状のアナログ研究や統合失調症

型についての調査と実験を多数行なった。そ

れらの成果は、後述する雑誌論文、学会発表、

図書にまとめられている。 

 また、統合失調症の認知行動療法の研究を

日本に普及させるために、学会でのシンポジ

ウムを開催した。2006年には、｢統合失調症

への心理学からのアプローチ｣(日本心理学

会)､｢臨床現場に生かす認知行動療法入門｣

(日本心理臨床学会)を実施した。2007年には、



「認知行動療法と実証（エビデンス）にもと

づく臨床」（日本心理学会）、「幻覚・妄想

に関するアナログ研究の展開」（日本心理学

会）、「はじめて出会う認知行動療法」（日

本心理臨床学会）、"Cognitive behavioral 

approach to the psychology on symptoms o

f psychosis" (World Congress of Behaviou

ral and Cognitive Therapies, Barcelona)、

2008年には、「統合失調症の心理学」（日本

心理学会）、「はじめて出会う認知行動療法」

（日本心理臨床学会）を実施した。認知行動

療法のもとになる「実証にもとづく臨床心理

学」を定着させるために、東京大学出版会よ

り『叢書・実証にもとづく臨床心理学』のシ

リーズを刊行した。2006年は、『不安障害の

臨床心理学』、2007年は『臨床社会心理学』、

2008年は『臨床認知心理学』を出版した。 

 多数の臨床ワークショップを開催すること

によって、ワークショップを開催する方法論

のスキーマが完成した。そのひとつとして、

認知行動療法の技法を臨床心理士向けに事例

を中心に解説した『認知療法・認知行動療法

事例ワークショップ』（伊藤・丹野,2008）を

出版した。このほか、臨床心理士向けのワー

クショップをまとめた『ワークショップから

学ぶ認知行動療法の最前線 ＰＴＳＤ、強迫

性障害、統合失調症、妄想への対応』（丹野・

坂野,2008）と『ワークショップから学ぶ認知

行動療法の最前線 うつ病、パーソナリティ

障害、不安障害、自閉症への対応』（丹野・

坂野,2008）を出版した。 

 ３年間で実施した臨床ワークショップには、

多くの参加者があった。2006年の第６回日本

認知療法学会およびワークショップには1000

名を越える参加者を得た。また、東京認知行

動療法アカデミーのワークショップののべ参

加者は、2006年500名、2007年1500名、20

08年1500名に達した。認知療法学会と東京

認知行動療法アカデミーの参加者を合わせる

と、３年間で4500名以上を動員したことにな

る。 

 以上のような本研究の活動により、認知行

動療法の効果を確認し、日本の臨床心理士へ

の普及が大きく進んだ。2007年に、日本臨床

心理会が臨床心理士10157名を対象に、『臨

床心理士の動向ならびに意識調査』をおこな

った。「学びたいと考えている臨床心理面接

技法」を聞いた結果では、行動療法・認知行

動療法的アプローチを学びたいと考えている

臨床心理士は72.8％に達した。技法の中では

第１位に躍進した。同じ調査が2004年にもお

こなわれたが、そこでは第３位であった。こ

のような結果をみても、認知行動療法が2007

年頃に、日本の臨床心理士の関心を強く引き、

大きく普及したことは明らかである。このよ

うな結果からも、本研究の成果は大きかった

と判断できる。 
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